






要約:川崎病患児 15 例の免疫グロブリン大量療法(IVIG)前後の末梢血単球を用いて,in 

vitro で免疫グロブリン(Ig)添加が TNF-α,IL-1β産生に及ぼす影響を検討した。結果は

Ig 添加で,TNF-α,IL-1βは何れの場合でも産生が増加した。TNF-αでは IVIG 前の方が影

響が顕著であった。また,Ig 添加の効果は,TNF-α,IL-1β産生の何れも添加後 6～12 時間

の早期から明瞭に認めた。臨床上の IVIG の効果と炎症性サイトカインの中心である TNF-

αや IL-1βの動態との関連性についてさらに検討したい。 


